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泌尿器科領域におけるS-1108の 臨床的検討

田中元章 ・木下英親 ・河村信夫 ・大越正秋

東海大学医学部泌尿器科学教室

星野英章

田無病院泌尿器科

新 しい経 ロセ フ ェム系抗 焦物 質S-1108を 尿 路性 器感 染症 患者43例 に 投与 し,有 効性,安

全 性に っ き検 討お よびUTI判 定 麩準 に従 って 臨床効 果判定 を行 い,次 の 結果を得 た.

D急 性単純 性膀 胱炎の8例 で は,著 効5例,有 効3例 であ った。

2)複 雑性 尿路 感染症 の18例 で は,著 効5例,有 効6例,無 効7例 で有効 率61 .1%で あ っ

た。

3)細 菌 学的 には,急 性 単 純 性膀 胱 炎 で は77 .8%の 菌消 失 率 で,複 雑 性 尿路 感染 症で は

61.5%の 菌消失 率で あ った。

4)自 他覚的 副作用,臨 床 検査値 の異常 は1例 に軽度 の嘔 吐が認 め られ たのみで あ った。
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S-1108は 塩 野 義製 薬株 式 会社 研究 所で 合 成,ス ク

リーニ ングされ た新 しいエ ステ ル型 経 ロセ ブよム系抗

生 物 質 で あ る。S-1108は 内服 後 腸 管 か ら吸 収 され,

腸管 壁の エ ステラ ーゼによ り加水分 解を受 け,抗 菌活

性 体 で あ るS-1006と して血 中,組 織 中 に 分布 す る。

S-1108は グラ ム陽性 菌及 び グ ラム陰性 菌 に対 して広

範囲 な抗 菌 スペ ク トルを有U),尿 路感染症 に対 して

有効 性が期 待 出来 る。 我 々は、 本剤 を尿路性 器感 染症

患者 に投与 し,有 効性,安 全性 を検 討 したので報 告す

る。

対 象 は,1990年5月 か ら1991年5月 まで に東海 大

学医 学部附 属病院 お よびその 関連施設 を受診 し,試 験

参加 の 同意 を得 られ た43名 の尿路 性 器感 染症 患者 で

あ る。 その 内訳 は急性 単純 性膀 胱 炎10例,急 性 単 純

性腎 孟腎炎1例,急 性副 睾丸炎1例,慢 性複 雑性膀 胱

炎26例,慢 性複 雑性 腎孟 腎炎5例 で あ った。投 与方

法 は1回75～150mgを1日3回 経 口投与 した。効 果

判定 はUTI薬 効 評価 基準2)に 合 致 す る症例 に つ いて

は同基 準 に準 じて 判定 し,さ らに全症例 につ いて主治

医判定 を 「著 効」,「有効 」,「や や有効 」,「無 効」 の4

段 階で 判定 した。

急性 単純 性 尿路 性 器感染 症(膀 胱 炎10例,副 睾丸

炎1例,腎 孟 腎 炎1例)の 臨床 成績 をTable1に 示

した。主 治医 判定 では著効3例,有 効5例,や や有効

2例,無 効2例 で あ った。UTI薬 効 評価基準には急

性単 純 性膀 胱 炎8例 が 合 致 し,そ の 成績 をTable2

に示 した。 著効5例,有 効3例,有 効以上の症例は8

例 中8例 であ った。急性 単純性 腎孟腎炎は1例 のみで

あ るが 有 効 で あ った。 細 菌学 的検 討 の結果 をTable

3に 示 した。 菌 の 消 失 率 は77.8%で,そ の 内訳は

Escherichia coZiは5株 中3株 消 失,2株 存続 し

た 。 Proteus mirabilis, Enterococcus faecalis は

1株 ずっ 出現 し, Staphylococcus epidermidis は2

株 出現 したが 全て 消失 した。 投与後 出現菌 は,P.mi-

rabilis, Streptococcus agalactiae, S. epidermidis,

Klebsiella pneumoniae, Corynebacterium sp. 各

1株 であ った。

複雑 性 尿 路 感 染症(膀 胱 炎26例,腎 孟腎炎5例)

の 臨床 成績 をTable4に 示 した。 著効3例,有 効8

例,や や有 効10例,無 効8例,判 定不能2例 であっ

た。UTI薬 効 評価 基準 に合 致す る もの は18例 であっ

た。 そ の成 績 をTable5に 示 した。著 効5例,有 効

6例,無 効7例 で,有 効率 は61 .1%で あ った。複雑

性 尿 路 感 染 症 を 各 群 別 で み た 成 績 をTable6に 不

す。有 効以上 は単独 菌感 染群 の3群 は2例 中2例,4

群 は10例 中6例,複 数菌 感 染群 の6群 で は6例 中3

例 で あ った。

細 菌学 的検 討 の結 果 をTable7に 示 した。菌の消
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with S-1108

Before treatment

After treatment

UTI: Criteria proposed by the UTI comittee

Dr: Dr's evaluation

失率は61.5%で,そ の 内 訳 は α-hemolytic Strepto-

coccus 2株 ,group B β-Streptococcus 2株,S

asalactiae 1株 ,citrobacter grmndii 1株 の6株

が す べ て 消 失 ,E.coZiが6株 中5株 消 失-S

epidemidis 6株 中3株 ,Enterococcus sp.2株 中

1株,Corymbacterumsp.2株 中1株 が 消 失 し

た 。S.mruss 1株,E.fbecalis 1株 は 存 続 した 。

投 与 後 出 現 菌 はEnterococcus sp.が4株 と 最 も 多

く, Alcaligenes sp., Pseudomonas aeruginosa,

P. putida, E. faecafis, Conynebacterium sp. が1
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Table 2 Overall clinical efficacy of S-1 108 in acute uncomplicated cystitis

Table 3. Bacteriological response to S-1108 in uncomplicated U. T. I.

* Persisted : regardless of bacteria count

株ずっ出現した。

自他覚的副作用を認めた症例は単純性,複 雑性を通

じて1例 に軽度の嘔吐を認めたのみで,臨 床検査値の

異常は検査を実施 し得た症例には認めなかった。

今回のS-1108の 臨床効果は単純性尿路感染症にお

いて,UTI薬 効評価基準で有効以上の症例は8例 中8

例あり,慢 性複雑性尿路感染症では18例 中11例 で

あった。このことより,単 純性尿路感染症に対しては

十分な臨床効果が得られ,ま た複雑性尿路感染症に対

しても最近開発された経ロセフェム系薬剤と同等の臨

床効果 が得 られ,尿 路感 染症 に対 して有用な薬剤と思

われ る。 また,重 篤な副作 用 および臨床検査値の異常

も認 めず,安 全 性 も立証 され た。
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Table 5, Overall clinical efficacy of S-1108 in complicated U. T. I.

Table 6. Overall clinical efficacy of S-1108 according to type of infection

Table 7. Bacteriological response to S-1108 in complicated U. T. I.

* Persisted: regardless of bacteria count
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Clinical studies on S-1108 in the  field of urology

Motoaki Tanaka, Hidechika Kinoshita, Nobuo Kawamura and Masaaki Ookoshi
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We used S-1108 in the treatment of urinary tract infections (UTI) to investigate its clinical

efficacy and safety.
1) In 8 cases of acute uncomplicated cystitis (AUC), the results were excellent in 5

cases and moderate in 3 cases.
2) In 18 cases of chronic complicated UTI, the results were excellent in 5 cases, mode-

rate in 6 and poor in 7 cases, for an overall efficacy rate of 61. 1%.
3) Bacteriologically, 8 of the 12 strains (77. 8%) were eradicated in the AUC cases

and 16 of the 25 strains (61. 5%) in the complicated UTI cases.
4) As side effect in 43 cases, one slight vomiting was observed.


